
開催地名 福島県 猪苗代町 

開催日時 令和６年８月２３日（金）１０：００～１２：００ 

開催場所 猪苗代町役場 

語り部 菅原 文雄（宮城県南三陸町） 

参加者 総務課職員、婦人消防連絡協議会 30人 

開催経緯 講演にて東日本大震災の教訓や、震災時における心構え、注意点を伺う事で、災害時に自身の身

を守るための知識を得る機会としたい 

内容 東日本大震災～あの時の瞬間はわすれてはならない～ 

 

■はじめに 

菅原氏は、東日本大震災当時の南三陸町の状況や津波の脅威、そして震災から得た教訓に

ついて、自らの体験をもとに講演を行った。本講演では、震災当日の出来事だけでなく、南三陸

町の地理的特徴や津波被害が拡大した要因、そして災害時に私たちがどのように行動すべき

かについて語られた。 

 

■南三陸町の地理的特徴 

南三陸町は宮城県の北東部に位置し、三陸海岸に面している町である。岩手県に近く、宮城

県内の他地域と比較するとやや寒冷な地域である。東側は太平洋に面し、三方を標高300メ

ートルから500メートルほどの山に囲まれており、海と山が一体となった豊かな自然環境を形

成している。また、沿岸部はリアス式海岸特有の地形により、入り組んだ湾や豊かな景観を有し

ている。 

町には木造住宅が多く立ち並び、山から流れる川がいくつも三陸海岸へと注いでいる。それ

らの川は町を通り湾へと続いており、この地形が震災時の津波被害にも大きく影響した。 

 

■津波の脅威と被害の拡大 

南三陸町を襲った津波は、およそ10メートル以上の高さの巨大な波となって町へ押し寄せ

た。10以上メートルの津波とは、3階建てのビルほどの高さの壁が町に向かって迫ってくるよ

うなものであり、木造住宅の多い町では建物が一瞬で破壊されてしまうほどの破壊力であっ

た。 

さらに津波は押し寄せるだけでなく、その後の引き波によって人や物を沖へと引き込む危険

も伴う。引き波に巻き込まれると太平洋へ吸い込まれてしまう可能性があり、現在でも211名

が行方不明のままとなっている。 

また、湾内に入り込んだ津波は、町を流れる志津川などを伝って内陸へと広がった。本来で

あれば津波が到達しないと考えられていた地域にも、川を遡った津波が入り込み、被害が拡大

した。この巨大な津波によって木造住宅は瞬く間に破壊され、町全体が瓦礫に埋め尽くされ

た。 

震災後は道路も寸断され、車両が通行できるようになるまでには約1か月半を要した。その

ため、復旧作業やボランティア活動に携わる人々は徒歩で移動せざるを得ない状況であった。 

 

■震災当日の状況 

平成23年3月11日14時46分、三陸沖の深さ約24キロメートルを震源とする巨大地震が

発生した。マグニチュード9.0という日本観測史上最大級の地震であり、揺れは約5分間続い

た。しかし南三陸町では、地震そのものによる建物被害は比較的小規模であった。 

その後、津波はおよそ40分で湾内に到達し、町へ押し寄せた。さらに、湾内への到達から約

15分後には、海岸から約3.5キロメートル離れた地点にまで到達し、人々の想定を大きく超え

る規模で被害が広がった。 

公立志津川病院では津波から逃れるため屋上へ避難した。4階建ての建物であり屋上まで上

がれば安全だと考えられていたが、津波は屋上には至らなかったものの、4階の天井付近まで

到達したという。海岸沿いの低地にある市街地や集落、農地のほとんどが浸水し、多くの家屋

や漁船が流失した。さらに公共施設の多くも流失し、行政機能は一時的に麻痺する状況となっ

た。 



避難行動にも地域差があった。過去のチリ地震津波の経験から、海岸近くに住む住民は津波

の危険性を強く認識しており、比較的早く避難していた。一方、海岸から離れた地域では津波

はそこまで来ないだろうという思い込みがあり、避難が遅れる傾向が見られた。結果として、想

定以上に奥地まで津波が到達したことで被害は拡大した。 

 

■防災対策庁舎での出来事 

南三陸町の防災対策庁舎は3階建ての建物であり、町の防災拠点として機能していた。しか

し津波によって建物は大きく破壊され、現在は赤い鉄骨のみが残されている。 

震災当時、職員たちは屋上へ避難し、フェンスやアンテナにしがみついて命を守ろうとした。

しかし津波の力は想像をはるかに超えており、助かった職員はアンテナにしがみつくことがで

きた人や、階段の手すりにつかまり必死に耐え抜いた人たちに限られていた。 

当初発表された津波警報では6メートルとされていたが、その後10メートル以上の大津波に

警報が修正された。実際には約16メートルもの津波が町を襲ったとされる。津波が引くまでに

は約1時間を要し、その間、辺りまるで湖のような状態になっていたという。 

 

■伝えたいこと 

菅原氏は、この経験を単なる出来事として聞くのではなく、自分自身のこととして考えてほ

しいと強く訴えた。講演を聞いた多くの人は、数日もすれば内容を忘れてしまうかもしれない。

しかし、本当に大切なのは、その出来事を自分事として受け止め、自分の中で考え、行動に結び

つけることであると述べた。 

災害が発生した際、自分の命を守るのは最終的には自分自身の判断である。誰かが必ず誘

導してくれるとは限らない。だからこそ、語り部の話を他人事としてではなく、自分事として受

け止め、日頃から備えと判断力を養うことが重要であると呼びかけ、講演は締めくくられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催地より 災害の恐ろしさ、避難の課題など実際にご経験いただいた内容を説明いただいたおかげでより

現実として講演を聞く事が出来た。早期避難・運営課題等子の講演で聞いた内容を今後の活動の

参考としたい。 
 

 


